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鉄道総研の発明

パテントシリーズ

	▊目的と効果
　鉄道車両の車輪踏面（レールと接す

る部分）は一般に平坦ではなく，線

路の中心に向かって車輪径が大きく

なるように勾配が設けられています。

輪軸（2枚の車輪と1本の車軸を一体

に組み立てたもの）が曲線にさしかか

ると，この勾配によって図1のように

輪軸の向きを変える前後方向の摩擦

力と，その向きに応じた大きさとな

る左右方向の摩擦力が生じます。こ

のとき，これらの摩擦力が釣り合う

ことで，輪軸は曲線を滑らかに走行

することができます。

　その一方で，この摩擦力は環境によ

り変動する特性があり，これを制御す

ることは困難なものです。たとえば，

車輪とレール間の摩擦力が極端に大き

くなった時，車輪とレール間の左右方

向の摩擦力の増加が，輪軸の曲線に

沿った滑らかな走行を妨げることがあ

りました。

　本発明では，車輪踏面に微小な突起

を設けることによって環境により増加

した摩擦力を低減する方法を考案しま

した。
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図1　輪軸が左右に動いた時の車輪とレール間の接触状態

図2　微小突起を設けた車輪踏面による摩擦力低減効果

	▊技術の概要
　本発明では，進行方向前側の輪軸の

動きに着目し，図2のように，曲線走

行時にレールが接する車輪踏面にあら

かじめ一条の微小な突起を設けておき

ます。これにより曲線走行時のみ，曲

線内側では微小な突起とレールが接す

るため，車輪とレール間の接触面形状

が小さくなります。接触面形状が小さ

くなると，車輪とレール間で作用する

左右方向の摩擦力が小さくなるため，

輪軸は曲線に沿って滑らかに走行しや

すくなります。

　微小な突起は，鉄道の現場で日常的に

行われている車輪削正作業で加工する

ことができ，大規模な設備更新をするこ

となく安価に実施することができます。

　この突起は，微小であることがミソ

です。これを必要以上に大きくすると

逆効果となるので注意が必要です。

	▊発明余話
　実物車輪とレール間の接触面形状を

調査しているとき，車輪削正作業で生

じた削正痕や摩耗による微小な凹凸に

より，その接触面形状が前後方向に筋

の入った形状となることに気づきまし

た。また，このとき接触面に作用する

摩擦力は，この微小な凹凸の「大きさ」

と「幅」によって，その大きさが異な

ることを実験と数値計算で発見したと

き，本発明のアイデアを思いつきまし

た。
（山本大輔／鉄道力学研究部

　計算力学研究室）
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